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写四

わき上がる風てロマンの町づくり

(No.1 C2三□□）

朝日文楽（三瓶町の小中学生）と

大谷文楽（大谷小）との交流

大谷小学校屋内運動場

(15頁に関連記事）

令月号の主な内容
＝町 報＝ ＝農林だより＝

冷特集 ごみの少ない ~ JA共済推進真只中 10 

豊かな暮らしをめざして 2 ~ JAの年金自動受取り .．.・ 1 1 

浸風博通信 4 漫林内作業車道について ・・ 12 

蒼年金だより 5 0今年の農作業 13 
奎第 2回ド ラゴソボー ト大会・ 6 

0応急手当を身につけよう 7 ＝公民館報＝

漫第32回全国左官技能競技大会 8 0第3回肱川国際風フェスティバル開催 14 
冷社協だより ， 〇明老大学開講 15 

0お知らせ・・・ ・・ 18 ~ASUKA青年団だより 17 

町民のうごき

人口 3,292人(+9) 

男 1,5 9 1人 (+6)

女 1,7 0 1人 (+3)

世帯数 1,0 0 8晶 (+2)

（平成8年8月31日現在） 一

ヽ



⑲。@。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 醐⑱尋 (2)

｀ 
ごみの少ない 豊かな暮らしをめざして

か
つ
て
、
私
た
ち

は
あ
ま
り
ご
み
を
出

さ
な
い
暮
ら
し
方
を

し
て
い
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
も
の
を
大
切

に
使
い
、
な
る
べ
く

捨
て
る
こ
と
な
く
、

「
生
か
し
て
使
う
」

っ
ち
か

知
恵
を
培
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
「
も
っ

く
ら
し
の
中
で
不

用
と
な
っ
た
モ
ノ
が

資
源
と
な
る
か
ご
み

と
し
て
処
理
さ
れ
る

か
は
、
ご
み
を
捨
て

る
時
に
決
ま
り
ま
す
。

ご
み
の
中
に
は
ま
だ

ま
だ
っ
か
え
る
資
源

が
眠
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
資
源

と
ご
み
を
分
別
す
る

こ
と
で
、
ご
み
は
確

実
に
減
っ
て
い
ぎ
ま

す。
ま
た
、
ご
み
は
収

集
場
所
に
出
し
て
し

ま
い
さ
え
す
れ
ば
す

べ
て
が
片
付
い
て
し

分
別
は
ご
み
減
ら
し
の

基
本
で
す
。

た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
ご
く
当

た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
や
私
た
ち
の
ま
わ
り

に
は
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
す
。

次
か
ら
次
へ
と
新
製
品
が
つ
く
り
出

さ
れ
、
な
か
に
は

一
度
も
使
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
量
生
産
と
使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ

ま
う
と
、
私
た
ち
は
思
い
が
ち
で
す
。

確
か
に
収
集
車
に
積
み
込
ま
れ
れ
ば
、

ご
み
は
目
の
前
か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

し
か
し
、
ご
み
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス

の
破
片
や
、
針
や
釘
、
カ
セ
ッ

ト
式

ガ
ス
ボ
ソ
ベ
な
ど
が
入
っ
て
お
り
思

わ
ぬ
ケ
ガ
を
す
る
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
収
集
す
る
人
は
、
い
つ
も
そ

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

み
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
ご
み
処
理
業

者
に
円
滑
に
バ
ト
ソ
タ
ッ
チ
が
で
ぎ

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

田

家
庭
ご
み
は
、
正
し
い
分
別
と
処
理
を

>•

ス
タ

イ
ル
が
私
た
ち
の

モ
ノ
に
対
す

る
意
識
を
す
っ
か
り
変
え
て
し
ま
い
、

そ
れ
と
と
も
に
ご
み
の
量
も
急
激
に

増
え
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
で
ぎ
る
こ
と
は
、

暮
ら
し
の
中
の
ご
み
を
減
ら
し
、
資

源
を
で
き
る
だ
け
再
利
用
し
、

地
球

に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変

え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、o
カ①

ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
出
す
と
き
は
、

燃
え
る
ご
み
と
燃
え
な
い

ご
み
を

正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。
．

②
生
ご
み
は
、
水
分
を
よ
く
切
っ
て

か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
ス
プ

レ
ー
缶
は
完
全
に
使
い
き
っ

て
、
穴
を
あ
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

④
粗
大
ご
み
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に

は
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

内
山
衛
生
事
務
組
合
へ
電
話
し
て

個
人
で
直
接
搬
入
す
れ
ば
無
料
で

引
ぎ
取
っ
て
く
れ
ま
す
。

一
み
ん
な
で
考
え
、
話
し
合
い
、
行
動
し
よ
う

（表 1) 肱 川 町の ごみ 処 理費 用 図

区 分 収集運 搬 費 中間処理費 最終 処 分費 計

処 理 費 3,486.000 円 4,793.000 円 121,000 円 8,400,000 円

1世帯当たり 3,428 円 4,713 円 119 円 8,260 円

1人 当たり 1.024 円 1.408 円 36 円 2,468 円
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肱川町のごみ収集量

内山衛生事務組合収集分（可燃＋不燃）
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(3)@。@。態 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛鯛

（図） 法律に定める廃棄物の範囲

家庭系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

特別管理一般廃棄物

特別管理産業廃棄物

産業廃棄物の種類r---------------------------~----------------------------

! 1 燃えがら 12 金属＜ず
! 2 汚泥 13 カフスくず ［ 

: 3 廃泊 14 鉱さい
: 4 廃酸 15 建設廃材
: 5 廃アルカリ 16 家畜ふん尿 ： 
: 6 廃プラスチック類 17 家畜の死体
: 7 紙くず 18 タスト類
8 木くず 19 1 ~18を処分するた ： 
: 9 繊維くずさ めに処理したもので、 ： 
i 10 動植物性残澄 これらの産業廃棄物に i
: 11 ゴムくず 該当しないもの ： 

"--------------------------------------------------------------------" 

生活により排出される廃棄物

事業活動によリ排出される廃

棄物（生活により排出される

廃棄物と同等のもの）

廃テレピジョン、廃エアコン＼

廃電子レンジ、ばいじん、感

染性一般廃棄物

廃泊、廃酸、廃アルカリ、感染

性産業廃棄物、廃PCBなど、

PCB汚染物、廃石綿など、

産業廃棄物の焼却施設から排

出される燃えがら、ばいじん

など

廃
棄
物
と
は
、
占
有
者
が
自
ら
利

用
し
、
ま
た
は
他
人
に
有
償
で
売
却

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
不
要
に

な
っ
た
物
を
い
い
ま
す
。

法
律
（
「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
を
法
律
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
ま
す
）
は
、
廃
棄
物
を
、
ご

み
・
粗
大
ご
み
・
燃
え
が
ら
・
汚
泥
・

③

廃

棄

物

と

は

ふ
ん
尿
・
廃
油
・
廃
酸
・
廃
ア
ル
カ

リ

・
動
物
の
死
体
そ
の
ほ
か
汚
物
ま

た
は
不
要
物
で
あ
っ
て
固
形
上
ま
た

は
、
液
状
の
物
（
放
射
性
物
質
お
よ

び
こ
れ
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の

を
除
く
）
と
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
に
示
す
よ
う
に
大
き
く

「
一
般
廃
棄
物
」
と
:
産
業
届
棄
物
」

に
分
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
皆
さ
ん

が
、
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
出
さ

れ
て
い
る
廃
棄
物
は
、
家
庭
系

一
般

廃
棄
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ソ
に
出

す
こ
と
が
で
き
る
廃
棄
物
は
、
家
庭

系

一
般
廃
棄
物
だ
け
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

旦二] 
五四三二、、、、
発時な水
酵々る分
促かべを
進きくよ
剤ま細く
なぜか切
どてくる
を‘し゜
併空て
用気入
しをれ
て十る
効分゜
果に
を入
上 れ
げる
る゜

゜

一
、ピ

ニ
ー
ル
な
ど
、
生
ご
み
以
外
の
も
の
は
混
ぜ
な
い
。

①
事
業
者
の
責
務

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物

を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適

正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

②
処

理事
業
者
は
、
そ
の
産
廃
を

自
ら
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

0

処
理
と
は
、
自
家
処
理
、

許
可
業
者
へ
の
委
託
（
運

搬
・
燃
却
、
埋
立
等
）

〇
焼
却
す
る
と
ぎ
は
、
焼
却

設
備
を
用
い
て
焼
却
す
る

こ
と
。
（
野
焼
き
の
禁
止
）

③
罰

則

0

処
理
施
設
の
無
許
可
設
置

三
年
以
下
の
懲
役
又
は
三

百
万
円
以
下
の
罰
金

0

不
法
投
棄
（
特
管
物
以
外
）

六
カ
月
以
下
の
懲
役
又
は

五
十
万
円
以
下
の
罰
金

コ
ン
ボ
ス
ト
害
器
の
上
手
な
観
い
方

④

産

業

廃

棄

物

に

つ

い

て



⑲。@。領） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛鯛 (4)

• 21世紀へ向けた
エネルギーと環境展

二
十
一
世
紀
を
目

前
に
し
て
、
世
界
の

人
口
増
加
、
文
明
の

加
速
度
的
発
展
に
伴
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
は
急
速
に
増
大
し
、

我
々
の
生
活
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ

ー
事
情

は
大
ぎ
く
様
変
わ
り

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
、

化
石
ェ

ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
と
し
た

大
量
消
費
社
会
に
お

い
て
は
、

環
境
問
題
等
を
中
心
に
地

球
規
模
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
環
境
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
様
々

な
問
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現
代
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
、
更
に
は
風
カ
・

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
至
る
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
連
し
た
様
々
な
実
物
・
模
型
・

映
像
・

パ
ネ
ル
等
に
よ
る
立
体
的
な

展
示
構
成
に
よ
っ
て
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
対
す
る
社
会
的
理
解
と
関
心
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
風
の

博
物
館
に
お
い
て
展
示
し
ま
す
。

＊
展
示
期
間

十
月
六
日
（
日
）ー
三
十
一

日
（木）

＊
展
示
場
所

風
の
博
物
館
（特
別
展
示
室
他
）

＊
展
示
内
容

◇
現
在
・
過
去
・
未
来

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
パ

ネ
ル
で
展
示

◇
風
カ
・
太
陽
•
海
洋
・
地
熱
・

水
カ
・
原
子
カ
・
燃
料
電
池
・

廃
棄
物
発
電
工
ネ
ル
ギ
ー
関
係

◇
人
口
衛
星
（
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト

ル
に
よ
り
回
収
し
た

S
F
u
実

験
機
器
）

日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
若
田

光
一
さ
ん
が
回
収
し
た
実
験
モ

ジ
ュ

ー
ル
機
器
の
一
部
（
実
物
）

◇
ソ

ー
ラ
ー
製
品
展
示

◇
パ
ソ

コ
ソ
ゲ
ー
ム
他

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

風
の
博
物
館
の
ご
案
内

＊
開
館
時
間

午
前
九
時

S
午
後
五
時

＊
休
館
日

毎
週
火
曜
日

＊
入
館
料
（
常
設
展
示
室
入
館
料
）

小
・中・
高
校
生
百
五
十
円

一

般

三

百

円

米スペースシャトル・エンデバーに
よる「SFU」の回収(96年1月13日）

“風の町’'風の博物館へ集結
第3回全国「風」サミットのご案内

プログラム‘

10月24日（木）実行委員会・歓迎会
10月25日（金）風サミッ ト
9 : 00 受付開始
9 : 30 開会式
10: 00 ●基調講演 テーマ「21世紀は環境保全優先の時代

～その背景と息吹～」

藤井石根氏（明治大学教授・
日本太陽エネルギー学会会長）

テーマ「地球湿暖化防止行動計画に寄与
する風カエネルギー開発」

清水幸丸氏（三重大学教授・
日本風カエネルギー協会副会長）

昼食・休憩
●パネルディスカッショソ

テーマ ：「風力利用実用化時代へ」

＊コーディネーター
牛山 泉氏（足利工業大学教授・日本風カエネルギー協会品1j会長）

＊パネリス ト
上山慶介氏 (NEDO新エネルギー導入促進部導入企画課長）

岡澤公夫氏(NEF常務理事）
兵頭文夫氏（四国電力（株）高知支店電力部長）
久家秀海氏（高知県企業局工務課電気班長）
中平 弘氏（住友金属鉱山（株）技術情報担当副部長）

窪谷達雄氏（三菱重工業（株）長崎造船所主査）
鈴木茂行氏（徳島大学工学部電気電子工学科教授）

木元俊宏氏（朝日新聞社出版局出版企画室員）
●『風』サミット

—→、

＊コーナイ不ーター

清水幸丸氏（三重大学教授・日本風カエネルギー協会副会長）

＊関係事例・構想発表
小島 剛氏 （株）エコロジーコーポレーショソ代表取締役）

参加自治体代表
16: 50 ●『風』サミット共同宣言
17: 00 閉 会
18: 00 交流会
20: 00 お開き
10月26日（土）見学会
8 : 00 町内～五十崎「凧」博物館～内子町（町並み）

講師

11 : 00 

0

0

 

0

0
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1

 

15: 00 

●記念講演

講師

ク
リ
ー
ソ
で
再
生
可

能
な
地
球
に
や
さ
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

風
力
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大

ぎ
な
期
待
と
注
目
を
集

め
研
究
開
発
は
各
方
面

で
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
全
国
に
お
い
て

「
風
」
を
テ
ー
マ
に
地
域

お
こ
し
を
し
て
い
る
地

方
自
治
体
が
一
堂
に
集

結
し
、
風
の
も
つ
ロ
マ

ソ
を
求
め
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
地

域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

友
好
の
輪
を
広
げ
、
啓
発
や
情
報
交

換
を
す
る
と
い
う
趣
旨
の
元
に
は
じ

ま
っ
た
、
全
国
「
風
」
サ
ミ
ッ

ト
が
第

一
回
山
形
県
立
川
町
で
開
催
、
昨
年
、

第
二
回
を
沖
縄
県
宮
古
島
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
更
な
る
風

の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
つ
つ
、

第
三
回
全
国
「
風
」
サ

ミ
ッ
ト
を
当
町

の
風
の
博
物
館
を
メ
イ
ソ
会
場
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊
開
催
日
時

十
月

二
十
五
日
（
金
）

午
前
九
時
ー
午
後
八
時

＊
会

場
風
の
博
物
館
（
ホ
ー
ル
）

＊
参
加
自
治
体

北
海
道
室
蘭
市
、
稚
内
市
、
寿
都

町
、
苫
前
町
、
え
り
も
町
、
青
森

県一
1

一
厩
村
、
岩
手
県
東
山
町
、
山

形
県
立
川
町
、

神
奈
川
県
三
浦
市
、

新
洞
県
能
生
町
、
金
井
町
、
富
山

県
大
沢
野
町
、
朝
日
町
、
石
川
県

松
任
市
、
静
岡
県
大
東
町、

三
重

県
久
居
市
、
滋
賀
県
新
旭
町
、

島

根
県
出
雲
市
、
愛
媛
県
瀬
戸
町
、

沖
縄
県
平
良
市
、
伊
良
部
町
、
以

上
、
当
町
を
含
め
二
十

一
市
町
村
。

活
発
な
町
お
こ
し
運
動
に
つ
い
て

の
討
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
様
も
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
し
ま
す
。（

但
し
、
交
流
会
の
み

会
費
が
三
千
円
必
要
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

風

の

博

物

館

~
o
八
九
――-I

三
四
ー

ニ
―
八
一



(5)@。@。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 邸麟

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
は
よ
く
考
え
て

請
求
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
う
ち
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
年
齢
は
六
十
五
歳
で

す
。し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
制
度
が

あ
り
、
希
望
者
は
六
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
ま
で
の
間
に
年
齢
を
繰
り
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
通

よ
り
早
く
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
か
ら
、
年
金
を
受
け
る
年

齢
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。例え
ば
、

六
十
歳
で
受
け
取
り
を

開
始
す
れ
ば
、
六
十
五
歳
で
受
け
取

る
場
合
の
五
八
％
の
年
金
額
と
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
老
齢
基
礎
年
金
は

繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す
る
と
年
金

額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
生
涯

変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
も
、

次のような注

繰り上げ請求
支給率

したときの年齢

60歳 58 % 

61歳 65 % 

62歳 72 % 

63歳 80 % 

64歳 89 % 

一

意
を
し
な
け
れ
ば
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
、
障
害

に
な
っ
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金

は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■寡
婦
年
金
は
繰
り
上
げ
請
求
を
す

る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
■厚
生
年
金
保
険
ゃ
共
済
組
合
の
加

入
期
間
が
あ
る
人
に
、
六
十
歳
か
ら

支
給
さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
ま
た
は
退
職
共
済
年
金
は
、
繰

り
上
げ
請
求
し
た
と
ぎ
か
ら
六
十
五

歳
ま
で
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

■遺
族
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族
共
済

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
老
齢
基

礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場

合
、
六
十
五
歳
ま
で
は
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

■第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
ぎ

に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
は
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。

■国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
で
ぎ
な

く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
老
後
を
支
え
る
大
切
な

年
金
で
す
。
よ
く
考
え
て
請
求
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口＿人院時の食事代は一―--□
乎成8年10月1Bから次のように変わります。

一般受給者 600円

住民税 90日までの入院 450円

非課税 -------------------------------------------・----

世帯等
90日を超える刈浣

300円
（過去12ヵ月の入院日数）

住民税非課税世帯等で
200円

老齢福祉年金を受けている人

760円

一
650円□・……………--
500円

300円

平成 7年度老人医療費

訪問看護療養費96
施設療養費9,849

食事療養費20,054

調剤8,297
歯科10,261

老人の方で、保険証が国民健康保険の方が入院された場合は役場へ

ご連絡ください。（住民税非課税世帯の場合は減額されます。）

●受給者 627人

● 1人当り医療費

579,388円

〈わ庫の西ー



＠。＠。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 邸麟 (6)

十
人
乗
り
の
ボ
ー
ト
で
タ
イ
ム
を

競
う
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大
会
が
八
月

十
八
日
に
鹿
野
川
湖
で
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 こ
の
大
会
に
は
、
松
山
市
や
菊
間

町
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
ド
ラ
ゴ
ソ

ボ
ー
ト

ニ
十
六
チ
ー
ム

ニ
百
六
十
七

人
、
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
十
八
チ
ー
ム
三

十
六
人
が
参
加
。
残
暑
ぎ
び
し
い
湖

面
で
は
、
は
げ
し
い
レ
ー
ス
の
展
開

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
ゴ
ソ
ボ
ー

ト
に
は
、
八

人
の
漕
ぎ
手
と
太
鼓
で
伴
奏
を
す
る

人
、
か
じ
を
取
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ

一

人
の
十
人
が
乗
り
込
み
、
艇
に
は
チ
ー

ム
名
の
入
っ
た
の
ぽ
り
を

立
て
て

P
R
、
「
よ
ー
い
、

ド
ソ
」
の
合
図
で
一
斉
に

ス
タ
ー

ト
。
途
中
息
切
れ

す
る
艇
も
あ
り
、
は
ら
は

ら
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
二
人
乗
り
の
ボ
ー

ト
で
は
、
親
子
で
参
加
し

て
子
供
の
手
助
け
を
し
て

い
る
父
親
の
姿
も
あ
り
、

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

道
路
で
は
、
各
チ
ー
ム

の
応
援
団
が
旗
を
振
り
な

が
ら
、
「
頑
張
れ
」
と
盛
ん

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

こ。t
 選手
、
役
員
の
み
な
さ

ん
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

〈ド
ラ
ゴ
ン
ポ

—
卜
の
部
〉

一

位

オ

ー
ル
ド
予
子
林

二
位

怒

濤

会

三

位

菊

間

鬼

瓦

四

位

肱

川

町

役

場

五

位

肱

川
町
農
業
委
員
会

〈
手
漕
ぎ
ポ
—
卜
の
部
〉

一
位

大

洲

青

年

会

議

所

二
位
た
つ
や
・

ウ
ィ
ソ
グ

三
位

肱

川

町

議

会

四

位

松

山

市

役

所

C

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

みんなの息がピッタリ 力走中のドラゴンボー ト

昌
10月 1日は、
事業所・企業
統計調査。

10月 1日、全国一斉に 5年に 1度の

事業所・企業統計調査が行われます。

我が国すべての事業所が対象です。

ご協力をお願いします。

闘
会社も、お店も、学校も、病院も。

事業所・企業． 
平成8年10月 1日（火）

9月下旬から調査員がお伺いします。

総務庁統計局 愛媛県肱川町

［行政への苦情や要望は行政柑談員に J
 
,．
 

総務庁では、行政相談制度を広く国民に知って もらいその

利用を促進するため、今年も10月13日（日）から19日（土）まで

の 1週間を「行政相談週間」と定め、全国的に各種行事を実施

することとしています。

現在肱川町には総務庁長官から委嘱された行政相談委員は、

福田 保さん（下鹿野川）1人ですが、毎月、肱川町公民館に

おいて「行政相談所」を開設しておりますので、週間行事と

しては開設しませんが、自宅で相談を受け付けますので、お

気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は堅く守られます。

なお相談内容は、たとえば道路、交通安全、登記、郵便、

消費生活、社会福祉、公害、職員の応接態度の改善、昼休み

時間帯の窓口受付等の行政サービスの改善に関する意見や要

望などです。

多数の機関が関係 している、どこに申し出たらよいかわか

らない、苦情を直接担当の機関に申 し出にくいなどの場合に

も行政相談をご利用ください。

行政相談

0毎月 1回（広報のおしらせ欄を見てください）

13 : 30,...__, 16 : 30 

0相談員 福田 保 匹34-2508



(7)⑲。＠。絢 配 自然を大切にして

合
回
は
、
脈
拍
が
な
い
場
合
の
応

急
手
当
て
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。
呼
吸
が
な
く、

脈
も
触
れ
な
い
と

き
は
直
ち
に
人
工
呼
吸
と
併
用
し
て

心
臓
を
人
工
的
に
圧
迫
し
ま
す
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
、
血

液
を
心
臓
か
ら
押
し
出
し
、
血
液
を

循
環
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。1

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
（成
人
）

①
圧
迫
部
位
及
び
圧
迫
部
位
の

確
認
要
領

傷
病
者
の
足
側
に
あ
る
手
の
人

差
指
と
中
指
を
肋
骨
の
縁
に
沿
っ

て
中
央
部
へ
ず
ら
し
、
両
側
肋
骨

縁
の
合
流
点
を
み
つ
け
る
。
そ
こ

の
く
ぼ
み
に
足
側
の
手
の
中
指
を

あ
て
、
人
差
指
を
胸
骨
上
に
置
く
。

そ
の
人
差
指
に
接
し
て
、
頭
側
の

手
の
ひ
ら
の
つ
け
ね
を
置
ぎ
、
他

闊間

方
の
手
を
重
ね
る
。

の分

体

本

骨

ー

司

Ja

0

1

 ロ丁八[ロ
圧

迫

部

伯

圧

迫

部

位

の

下

限

②

圧

迫

要

領

①
両
肘
を
の
ば
し
、
脊
柱
に
向
か

っ

て
垂
直
に
体
重
を
か
け
て
胸
骨
を

三
•
五
ー

五
セ
ソ
チ
メ
ー

ト
ル
押

し
下
げ
る
。

②
手
を
胸
骨
か
ら
離
さ
ず
に
速
や

か
に
力
を
ゆ
る
め
る
。

③
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
、
毎
分
八

十
ー
百
回
の
速
さ
で
行
う
。

美しいまちをつくります （町民憲章） 靡鯛

応

怠

手

当

て

を

）

頭`

4
 

身
に
つ
け
よ
う
（

犀

2

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸

の
組
み
合
わ
せ
（
心
肺
蘇
生
法
）

①
救
助
者
が
、

一
人
の
場
合

①
救
助
者
は
最
初
の
二
回
の
吹
き

込
み
の
後
、
脈
拍
の
有
無
を
確
認

す
る
。

②
脈
拍
が
な
け
れ
ば
、
虹
ち
に
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
十
五
回
行
う
。

③
気
道
を
確
保
し
、
人
工
呼
吸
を

二
回
行
い
、
再
び
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
十
五
回
行
う
。

④
以
後
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
。

次
回
は
、
大
量
の
出
血
が
あ
る
場

合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 で

J

分
る
部
す
の
迫:
 脊惟

秋の全国交通安全運動
9月21日（土）～9月30日（月）

斡

〔スローガン〕

締めましょう

心もベルトも しっかりと

〔運動の重点〕

①高齢者の交通事故防止

②シートベルトの着用の徹底

• 4 3 + 2 品電
サ ど 一 平 の話ふるさとを丸こと撮ろう

；-作夏 雇 〗尺 胃 ：胃貴方も応募してみませんか！
は 品で資 十年期ン／
四 も格日十間卜撮

・ ～＇96肱川流域フォトコンテスト～

切応 影名 1のとの議川 真‘ノ郡域テ
・ 募 ：り 場・申 で活イ会流を卜:ミスこ
ワ で 日 所氏込 応 す性メの域募を 卜の
イ き 胃？ 年名用 募 ゜化 l流開 集撮祭 洲はフ
ドま
有

月・紙 方 をジ域発し影り市、ォ
四す 日住に法 図ア市促‘し..肱卜
切
。効

・所作 る ッ町進 当たイ喜 川 コ
作・品 もフ゜村協肱写 べ多流‘ノ

・
白
黒
・
カ
ラ
ー
い
ず
れ
も
可

・
写
真
枚
数
は

一
人
五
枚
ま
で

・
写
真
は
未
発
表
の
も
の

5

テ
ー
マ

「
肱
川
流
域
の
祭
り
・
イ
ペ
ソ
ト
」

6

発

表

平
成
九
年

一
月

7

表

彰

一
席（

一
点
）
賞
金
七
万
円

二
席（

二
点
）
賞
金
各
三
万
円

三
席（

三
点
）
賞
金
各
一
万
円

入
賞
（
五
点
）
賞
金
各
五
千
円

佳

作

（

数

点

）

記

念

品

8

主

催

肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議
会

（大
洲
市
・
長
浜
町
・
内
子
町
・

五
十
崎
町
・
肱
川
町
・
河
辺
村
）

9

応
募
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
七
九
五

大
洲
市
大
洲
六
九

0
番
地
の

一

大
洲
市
役
所
企
画
調
整
課
内

~
o
八
九
三
ー

ニ
四
ー

ニ
―
―
―

（
内
線
三
七
九
）



⑲。@。領） 思いや＇）の心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟 (8)

九
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
四
日

間
、
第
三
十
二
回
全
国
左
官
技
能
競

技
大
会
が
東
京
で
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
十
六
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
左
官
業
界
の
健
全

な
る
発
展
と
左
官
技
能
士
の
技
能
向

上
を
め
ざ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ

ッ

ク
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
左
官
の
技

を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

8ごろの成果を発揮

堂々 の5位人賞

第32回全国左官技能競技大会

9月6日～9日東京

競技中の石川さん

愛
媛
県
か
ら
は
、
四
国
プ
ロ

ッ
ク

の
代
表
と
し
て
上
森
山
の
石
川
英
雄

さ
ん
（
大
洲
市
・
城
ノ

戸
技
建
有
限

会
社
勤
務
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

喜
多
郡
・
大
洲
市
の
左
官
業
者
で

組
織
す
る
愛
媛
県
左
官
業
組
合
連
合

会
喜
多
大
洲
支
部
（
支
部
長
・
泉
福

男
）
か
ら
の
出
場
は
初
め
て
で
す
。

テ
ー
マ
に
よ
り
、
モ
ダ
ソ
住
宅
で

高
さ
三
メ
ー

ト
ル

の
ひ
な
形
に
制
限

時
間
で
石
こ
う
を
塗

っ
た
り
、
屋
根

の
縁
を
形
づ
く
っ
て
取
り
つ
け
、
正

確
さ
や
全
体
の
出
来
栄
え
を
競
い
ま

し
た
。
石
川
さ
ん
は
、
六
月
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
組
み
連
日
猛
練
習
を
し
て
こ
の

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
第
五
位
に
入
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最低賃金改正のお知らせ

ィ

ロ

愛媛労働基準局では、県内で働くすべて

の労働者に適用される 「愛媛県最低賃金」

を改正し10月 1日から実施することとし

ました。

この決定により10月 1日以降労働者に支

払う賃金は、 1日4,582円(1時間574円）

以上としなければなりません。

詳細等の問い合わせ先

八幡浜労働基準監督署

名 0894-22-1750

10月から肱川郵便局の
サービスが変わります
肱川郵便局では今年の10月 1日から郵便・貯金・

保険の全てのサービスを 1人の外務職員が取り扱う

こととなり ます。

今後は、 1人の外務職員が「動く郵便局」として郵

便・貯金・保険のサービスを提供して参りますので

何なりとご用命ください。

これからも引き続き地域の皆様に愛され、親しま

れる郵便局として努力してまいりますので今後とも

肱川郵便局をよろしくお願いいたします。

/̂――̀―、
• おりがとう― -'tー、じます

／／つi―
＼西） 包 C唖ぎ）
あなた 0',まち 0',郵便局

9月は「障害者雇用促進月間」です！

障害者の方を雇用されていますか！

事業主の皆さん、障害者の方を 1人でも多く
雇用しましょう。
障害者の方を安定所の紹介で雇用された場合
は、助成金が支給されますのでご活用ください。

詳しいことはお気軽に安定所までお問い合わ

せください。
ハローワーク大洲
（大洲公共職業安定所）824-3191

亨及コ亀等に報道噌騎疑闇虚鉱眉詣

8/21 

8/22 

8/25 

8/28 

愛媛新聞 ドラゴンボート

NHKテレピ ピデオ通信「ドラゴンポート」

愛媛新聞 国内外の詩人野外で朗読会

（ギャピン・バントック夫妻）

愛媛新聞左官全国大会へ

県代表上森山 石川英雄さん
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平成7年度共同募金受入状況

共同募金

賣遠OJ) 躙鯛

種 別 金 額

戸 別 募 金 520,134 

街 頭 募 金 32,570 

呂子 校 募 金 85,337 

職域団体募金 106,741 

大 ロ 募 金 78,000 

合 計 822,782 

歳末たすけあい募金

種 別 金 額

戸 別 募 金 528,160 

篤 志 募 金 153,489 

合 計 681,649 

ノバい
loiiBli12月
3
1
日

共
同
募
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎

年
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
助
け
合
い
」
と
い
う
言
葉
が
、

今
ま
た
よ
み
が
え
っ
て
い
ま
す
。
孤

独
を
感
じ
、
心
の
ふ
れ
あ
い
が
求
め

ら
れ
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
お
互
い

助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々

も
い
ま
す
。
今
、
あ
ら
た
め
て

「
助

け
合
い
」
の
共
同
募
金
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。

金

社゚
協
た
よ
り

今
年
も
十
月

一
日
よ
り
十

二
月
＝―

十
一
日
ま
で
赤
い
羽
根
募
金
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
町
内
の
皆
様
か
ら
の

温
か
い
善
意
の
募
金
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
・
障
害
者
へ
の
援
助
、
施
設
や

病
院
で
の
長
期
療
養
者
へ
の
見
舞
い

等
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
戸

別
募
金
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

肱
川
中
学
校
（
松
田
正
義
校
長
）
で

は
、
社
会
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て

町
内
の
老
人
宅
へ
葉
書
を
送
り
、
独

居
老
人
宅
に
は
訪
問
し
て
、
う
ち
わ

を
プ
レ
ゼ
ソ
ト
い
た
し
ま
し
た
。
生

徒
達
は
夏
休
み
に
入
る
と
、
独
居
老

人
宅
を
訪
問
し
日
ご
ろ
の
中
学
校
の

様
子
な
ど
を
楽
し
く
話
し
た
よ
う
で

す
。
生
徒
達
は
お
年
寄
り
の
生
活
な

ど
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

が
い
か
に
大
切
か
を
痛
感
し
た
よ
う

で
す
。
秋
に
な
る
と
運
動
会
な
ど
諸

行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
参
加
し
て
、

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
肱
川
中
学
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

甜
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山

槌

谷

本

ヨ

シ

コ

様

市

之

畦

川

中

茂

太

郎

様

；：h誡著註涵鵡伍油箪蜂i::m::：:：：i：翼嬉墨鰐司懇登覧珂璽墨究[,・t:：：:：
日とま員所帰のふ皆が半思会感ネ規し古粋ま博あがし月の長更
に口し無香りとれさ来でい員あ夕模‘代をし物る参た 二 ふ-生肱
なマた事園に考あん場もまもふリとまの集た館愛加 °十れでヘ
っ、ノ゜ に寺八えいも中あす感れウいた展め ゜を媛し会八ぁは交闊
たを今帰を 十らが健でり °動るムわ‘示た現研県新員日い 女身
与回町参八れ出常‘多夏さ大でれ世物展代修総居 二 に事健川体
えはい拝ケま来者会＜休れ迫はる界を示科い合浜十行業常武障
た‘たし所すたと員のみた力臨プー見物 学 た科市 ー いを者志 害
。ー夢 し全札゜ものの客後とに場ラの学とのし学に人ま八と会者

秋
と
も
な
る
と
結
婚
、
ソ
ー
ズ
ソ
到

来
で
あ
る
。
結
婚
式
に
出
席
し
て
い

る
と

二
人
に
対
し
て
、
あ
れ
こ
れ
と

ワ
ソ
パ
タ
ー
ソ
の
祝
辞
が
続
く
。
ニ

人
を
ほ
め
る
言
葉
が
ボ
ソ
ボ
ソ
と
飛

び
出
す
。
し
か
し
、
本
日
だ
け
の
礼

儀
と
し
て
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
は

あ
る
。
当
人
た
ち
は
文
字
通
り
に
受

け
と

っ
て
は
大
変
な
の
で
あ
る
。
完

全
で
あ
る
か
ら
と
思
い
す
ぎ
て
失
敗

す
る
の
で
あ
る
。
結
婚
式
は
幸
福
で

あ
っ
て
も
、
翌
日
か
ら
は
社
会
の
中

で
生
き
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
現
実

が
待
っ
て
い
る
の
で
す
。
二

人
の
身

勝
手
な
と
こ
ろ
に
、
親
が
同
調
す
る

と
い
っ
た
現
代
風
の
実
態
が
出
て
お

り
ま
す
。
冷
静
に
考
え
れ
ば
問
題
解

決
は
出
来
る
の
に
簡
単
に
処
理
を
す

る
風
潮
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
性

格
の
不

一
致
な
ど
と
称
す
る
も
の
も

あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
な
ら
最
初
か
ら

結
婚
し
な
け
れ
ば
よ
い
。
極
端
な
言

い
方
を
す
れ
ば
御
祝
儀
詐
欺
で
あ
る
。

幸
福
と
い
う
も
の
が
わ
か
っ
て
い
な

い
の
で
あ
ろ
う
。
幸
福
と
は
、
発
見

す
る
も
の
、
見
い
出
す
も
の
、
つ
か

み
と
る
も
の
、

二
人
で
つ
く
り
だ
す

も
の
で
あ
る
。
幸
福
そ
の
も
の
と
は

何
で
あ
ろ
う
か
と
問
い
つ
め
て
み
る

と
、
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
一

億
円
の
宝
く
じ
に
あ
た
っ

た
か
ら
と
い

っ
て
幸
福
と
は
限
ら
な

い
。
反
対
に

一
身
を
あ
や
ま
っ
て
不

幸
を
見
る
人
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
幸
福
に
き
め
手
は
な
い

の
で
あ
る
。
た
だ
、
自
分
で
「
幸
福
」

だ
と
う
け
と
る
人
が
あ

っ
て
こ
そ
幸

福
は
成
立
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

、0

う
カ
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A
肱
川
で
は
、
去
る
七
月

二
十

五
日
よ
り
共
済
推
進
に
入
り
ま
し
た
。

現
在
、
職
員
・
役
員
及
び
共
済
友
の

会
役
員
で
も
っ
て
各
ペ
ア
ー
を
組
み

担
当
部
落
を
毎
夜
の
よ
う
に
訪
問
推

進
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
一
次
推

進
が
終
わ

っ
た
八
月
末
日
で
は
、
ま

だ
五

0
％
の
実
績
で
あ
る
。

先
日
の
業
務
連
絡
会
で
第

二
次
推

進
を
引
続
き
行
う
事
と
致
し
ま
し
た

が
今
後
共
に
宜
敷
く
ご
協
力
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
期
共
済
に
合
わ
し
大
事
な
の
が

短
期
共
済
の
自
動
車
・
自
賠
責
共
済

で
す
。
非
常
に
自
動
車
事
故
が
多
発

し
て
お
り
ま
す
。
先
日
肱
川
で
も
居

眠
り
運
転
に
よ
り
死
亡
事
故
が
発
生

致
し
ま
し
た
。
ど
う
か
自
分
の
自
動

車
共
済
は
切
れ
て
い
な
い
か
又
自
賠

責
共
済
は
切
れ
て

い
な
い
か
又
、
加

入
内
容
等
も
見
直
し
を
し
て
見
て
く

だ
さ
い
。

J A雌l動車共済、ここが違う。三

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

・ニ、、と一えゲまと安い掛金 ◎ 自動車共済独自の割引制度とは？●自賠責共済セット割引

こ
ん
な
に
違
う
の
で
す
か
？

JA共済

119,100円

員害保険(PAP・ 2000cc) 

190,200円

（注． PAPとは自動車総合保険のこと）

自家用小型乗用車2.0 £ 
（全年齢・新規）

●対 人・・無制限（自賠責セットあり ）
●対物・-1.000万円（免貴0万円）
●搭乗者死 亡 1.000万円
（エアバック無） う台摺t日額~ 5.000円

自賠責共済とセットで

加入すると自動車共済の

対人賠償共済掛金が7.4%

安くなります。

ll111111111111111111少しの注意で経費節約
事故処理もスムーズ 11111111111111111111

●総合割引

車両共済は高いとお考えではな
いでしょうか？
対人・対物の上に車両共済に加
入すると、総合割引制度が適用
され、全体の掛金が7.4％割
引となl)ます。

安い掛金の上に

一層お得ですね！

1111111111愛車の保障もでき、示談交渉

サービスにより、一層安心ですね 1111111111

無事故年数 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年
8年，～
10年

割引率 JA  14.2 26.4 36.9 45.9 53.6 57.0 60.2 62.0 

（％） 
損保 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 55.0 58.0 60.0 

1 他の保険からの乗りかえにも無事故割引を適用します。 I 
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Aの年金自動受取り

曇昂苓訊罰闘湛暉誓●

1．便利です。

2．安全です。

3．有利です。

4．手軽です。

5．楽しみです。

口座に毎回自動的に入金されるしくみになっています
ので、 『支払通知書』 『年金証書』をお持ちいただ＜
必要がありません。

『支払通知書』 『年金証書』の紛失・盗難の心配がな
く、安全・確実に年金が受け取れます。

支払日に口座に年金が振込まれますので、その日から
利息がつき、いつでもご入用な時に現金をお引き出し
いただけます。

キャ ッシュカードを ご利用になれば、 全国どこの現金
自動支払機からでも現金をお引き出しいただけます。

JAでは、年金を受給されている方だけの集い 『年金
友の会』を設置しており、お気軽に参加でぎます。

く主な年金の支給月》

国民年金
厚生年金 偶数月の
船員保険 15日
新国民年金・厚生年金

労災年金
2・5・8・11月
の1日

国家公務員等共済年金
地方公務員等共済年金 偶数月の
（地方職員・公立学校）
警察・市町村職員等

15日

農林年金

企業年金
偶数月
の1日

農業者年金
2・5・8・ll月
の10日

：はじめて年金をお受取りになるとき］
{J Aの年金自動受取りのしくみ》

［｛芦うり ~i
竺 □豆］

三 □ ー1

三 ll
市町村役場

社会保険事務所

0 『年金裁定請求書』の金融機関欄に「農協名」「貯金口座番号」

等をご記入のうえJAの窓口までお持ちください。

oJAは、あなたの貯金口座番号について「確認証明」いたしま

す。

0確認を受けた『年金裁定請求書』については、国民年金にのみ

加入している場合は、市町村役場の国民年金課へ厚生年金およ

び船員保険の加入期間がある場合はJA窓口へご提出下さい。

|JA肱JIl金融課へお問い合わせFさい。 1
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60
歳
以
上
の
方
（
親
族
に
限
り
ま
す
。
以
下
c
◎
3
 

稔
3

◎
対
象
高
齢
者
と
呼
び
ま
す
。
）
と
同
居
さ
れ
る
方
。

◎
 @

c

 

@

（

お

使

い

み

ち

）

◎

稔

＠

＠
 

◎
①
対
象
高
齢
者
と
同
居
し
て
い
る
家
屋
ま
た
は
、
同
居
し
よ
＠

う
と
す
る
家
屋
の
新
築
（
購
入
）
、
増
築
ま
た
は
改
築
。

◎
 
◎

◎

 

＠

＠

 

◎
②
対
象
高
齢
者
の
居
住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
浴
室
、
卜
＠

◎

イ

レ

、

洗

面

所

等

の

改

造

。

◎

◎

◎

 

＠

◎

 

＠

（

ご

融

資

金

額

）

＠

c

◎

3
 

゜
c
 

＠
右
記
①
に
つ
し
て
は

一
六
0
万
円
ま
で

稔
3＠
右
記
②
に
つ
い
て
は
九

0
万

円

ま

で

＠

g

ま
た
、
①
②
を
あ
わ
せ
て

二
五
0
万
円
ま
で
の
ご
融
資
も
可

g◎
 
＠
 

◎
能
で
す
。

◎
 
g

（
ご
融
資
期
間
）

3

＠

◎

 

＠

一
0
年

以

内

（

据

置

期

間

は

あ

り

ま

せ

ん

。

）

◎

◎

@

 

g

⑭

□間
）

3

@

＠

 

＠

年

三

・
O
％

＠

◎

◎

 

＠
 
＠
 

3

（
担
保
・
保
証
人
）

◎

@

 

＠
担
保
は
お
近
く
の
農
協
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
二
名
以
上
の
＠

＠
方
に
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
保
証
機
◎

◎

◎

 

◎
 
◎
 

＠
関
（
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
）
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

＠
 
3

（
ご
返
済
方
法
）

g＠
 

元
金
均
等
返
済
（
年
賦
償
還
、
半
年
賦
償
還
ま
た
は
月
賦
償
還
）
＠

＠
 
＠
 
＠

＠

 

＠

＊

詳

し
い
お
問
い
合
わ
せ
や
、
借
入
申
込
書
類
の
お
求
め
は
お
近
く
の
藻
協
へ
＠

遥
笠
笠
苦
窃
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
唸
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t----------------------------------------、-----------------へ
＇ l ＿置疇 .,ベげミ” i 

i 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ! ！ i ・--・ -・----・--・-., --. -~-. -----... ----- -. ! 
i.~ ! 
！ 平成8年8月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

i 県森連市況 大洲木市より （単位吋当り：円） 市売日乎成 8年 8月19日 l 
！ 

市売数愛 • •1,008 ケース 18,900kg f 
平均単価 3,877円

｝ 長さ末口径
スギ ヒノキマッ

直曲がり直曲がり 直
その他 銘柄別単価

! 7 cm下本 383本 245本 500本 280 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相易 l
i 8 cm上本 380本 345本 600本 600 こうこ 7,500 ~8,500 強特用大 3,200~ 3,800 保 i 
? l4mll3cm上 22,ooo I -14s, goo I -11scm上20,000 大 厚 5,400~ 7,300 強特用中 4,500~ 6,300 強！
i I I!~ cm上22,100 -49,300 -24叫 24，渕〇

2 4 cm上21,goo I -1 so, ooo I -130cm上 中 厚 7,400~ 8,000 涸特用中小 3,400~ 5,500 強 ！ ! 7cm下本 190本 l37本 230本 160 中小厚 4,800~ 5,800 強特用小 3,200~ 3,800 強

! 181 em m ［↑4 ，腐〗本 245 喜＇｛腐本 400 小 厚 3,800~ 4,500 強大 パ レ 2,900~ 3,800 強！

! 3 m 13 cm上 24,400 -45,000 -18cm上18,000 大ウス 5,800~ 6,500 娯中パレ 2,600~ 3,300 強 i 
| l8 cm上 25,100 -47,800 -4叫 20珈 中ウス 4,500~6,200 強中小パレ 2,300~ 3,000 強 i
! 24呵上 19,000 — 叫

7 cm下本 70本一 本 70本一
中小ウス 3,800 ~ 5,000 強小バレ 1,500 ~ 2,000 強 ！ 

{ 2m8  cm上本本一本本 一 小ウス 2,800~ 3,500 強変形 2,300~ 3,000 保！

16 ⑰上 8,000 -22,000 -13叫 ジ ャミ 1,700~ 3,200 保色悪ウス 1,900~ 2,900 保！

! 6 m 13⑩上 26,000 83,800 
! 30 cm上 叫 どんこ大 6,000~ 8,400 強色悪パレ l,400~2,800 強！

! 18 ⑩上 25500 74 700 どんこ中 4,500 ~ 5,800 強 4粒卜→、ノコ ！ 

！ 特選
！ 

229,000 どん こ小 3,400 ~ 4,500 保スライス 1,200 ~ 4,500 保 ！ 

！ 足 場 1m当たり 円～ 円i 概況 出品品柄はパレ～変形が多く低級品が多かったが、商社の買気が強く 9 
杉、全般に売行良好。 相場は強保合となった。 特に「こうこ」「中厚」「中ウス」は依然として ！ 

備考 桧 一般材強い保合、枝打材、桧6m依然強保合 高値を維持している。バ レ葉系も価格を上げたのが目立った。（前回よ！ 松新材売行良好 りさらに500円程高い） ！ t~ __________ _,J __________________  J 

林
内
作
業
車
は
小
型

で
優
れ
た
登
坂
能
力
を

持
っ
た
機
械
で
あ
り
、

価
格
は
百
万
円
前
後
と

個
人
で
も
購
入
で
き
、

一
人
で
も
問
伐
材
を
搬

出
す
る
と
き
に
利
用
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ウ
イ
ソ
チ
が
つ

い
て
い
る
の
で
、
木
寄

せ
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、

立
木
の
伐
採
時
に
伐
採

す
る
方
向
に
引
っ
張
る

な
ど
様
々
に
活
用
で
き

ま
す
。林
内
作
業
車
道
を
林

内
で
活
用
す
る
に
は
、

林
内
作
業
車
道
と
呼
ば

れ
る
幅

一
•
四
ー

ニ
・

o
mく
ら
い
の
簡
単
な

道
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
（
開
設
単
価
：

六

0
0
円

l
-
、
二
〇

0
円
／

m
、
補
助
率
：

五

0
%）
そ
う
考
え
る

と
林
内
作
業
車
に
よ
る

搬
出
は
コ
ス
ト
高
に
思

え
ま
す
が
、
作
業
道
の

開
設
に
つ
い
て
は
、
県

単
独
の
補
助
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
架
線

と
違
い
、

一
度
開
設
す

愛媛県単独林内作業車道開設事業採択要件 れ
ば
、
何
度
で
も
使
用
で
き
る
た
め
、

間
伐
材
の
搬
出
手
段
と
し
て
適
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
し
、
更
に
山
へ
行

き
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
林
地
の
維

持
管
理
を
行
う
に
も
便
利
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

森
林
整
備
の
即
効
薬
と
し
て
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
県
林
業
課
あ
る
い

は
森
林
組
合
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

林
業
改
良
指
導
員

越智慎吾

受益森林面積 2ha以上

森林所有者 2名以上の所有であること

幅
貝C二ニ9 1.4m------2.0m 

最急勾 配 おおむね25度

路 面
降雨持による路面流出の防止に務め、

必要に応じ横断排水溝を築ける。

国
10
月
1
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

10
月
2
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
7
日
（
月
）
宇
和
川
南
方
面

（
祭
日
に
つ
き
）

10
月
8
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
9
日
（
水
）
中
津
方
面

10
月
15
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

10
月
16
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
17
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
22
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

10
月
23
日
（
水
）
中
津
方
面

10
月
24
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

10
月
29
日
（
火
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

10
月
30
日
（
水
）
岩
谷
方
面

10
月
31
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

10
月
18
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

10
月
25
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

10
月
2
日
（
水
）
大
屋
敷

・
大
平

10
月
4
日
（
金
）
上
石
丸

・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
0月
7
日

（
月
）
藤
野
原
•
町

10
月
9
日
（
水
）
八
重
栗

・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

10
月
1
1
日
（
金
）久
保

10
月
16
日
（
水
）
嵯
餓
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

10
月
17
日
（
木
）
中
津

・
小
倉

10
月
18
日
（
金
）
広
常

・
影
地

10
月
21
日
（
月
）
森
・
肱
栄

・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

10
月
23
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪

．

中
小
藪

10
月
25
日
（金）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

・

道
野
尾
・
赤
岩

10
月
28
日
（
月
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

・

瓜
生
谷

10
月
30
日
（
水
）
全
敷
水

・
菟
野
尾

10
月
醤
油
配
達
予
定
表
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家
庭
菜
園

Q
&
A
（
そ
の

1
)

今
回
は
、
家
庭
菜
園
の
講
習
会
で

良
く
出
る
質
問
に
答
え
て
み
ま
す
。

Q
春
、
た
ま
ね
ぎ
の
花
が
咲
き
ま

す
が
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

A
た
ま
ね
ぎ
は
、
あ
る

一
定
の
大

き
さ
に
な
っ
て
冬
の
低
温
に
遭
遇
す

る
と
花
芽
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。

対
策
は
、
種
播
き
を
少
し
遅
ら
せ
て
、

大
苗
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、

暖
冬
だ
っ
た
り
、
肥
料
を
や
り
す
ぎ

て
も
生
育
が
進
む
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。
逆
に
、

小
苗
に
す
る
と
小

玉
に
な
り
、
収
量
が
減
る
た
め
、

ニ

割
程
度
花
が
咲
く
よ
う
に
す
る
の
が

良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q
た
ま
ね
ぎ
に
鶏
糞
が
悪
い
と
聞

き
ま
し
た
。

A
貯
蔵
用
た
ま
ね
ぎ
に
四
月
以
降

追
肥
を
す
る
と
玉
の
締
ま
り
が
悪
く
、

貯
蔵
中
に
腐
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

鶏
糞
は
春
暖
か
く
な
る
と
急
に
分
解

し
ま
す
。
す
る
と
、
追
肥
を
し
た
の

と
同
じ
効
果
が
出
て
し
ま
う
た
め
問

題
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
青
切
り
た

ま
ね
ぎ
は
貯
蔵
を
し
な
い
の
で
鶏
糞

を
使
っ
た
り
追
肥
を
行
っ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

Q
は
く
さ
い
が
冬
に
な
っ
て
も
結

球
し
ま
せ
ん
。

A
は
く
さ
い
を
遅
れ
て
種
播
き
す

野

菜

る
と
結
球
し
ま
せ
ん
。
結
球
す
る
た

め
に
は
あ
る
程
度
以
上
の
葉
数
が
必

要
で
す
。
特
に
晩
生
種
は
多
く
の
葉

数
が
必
要
な
た
め
、
遅
す
ぎ
る
と
低

温
に
あ
い
、
生
育
が
止
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
適
期
に
種
播
ぎ
す
る

こ
と

が
必
要
で
す
。

Q
コ
オ
ロ
ギ
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。

A

野
菜
の
周
囲
を
水
田
用
の
畦
シ
ー

ト
で
囲
む
と
虫
が
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。

殺
虫
剤
と
し
て
は
、
デ
ナ
ポ
ソ
五
％

ベ
イ

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
数
ミ

リ
の
粒
状
で
地
表
面
に
手
軽
に
散
布

で
ぎ
ま
す
。
誘
引
剤
が
入
っ
て
い
ま

す
の
で
害
虫
が
寄
っ
て
き
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

河

野

幸

生

普
通
期
水
稲
の
収
穫
と
乾
燥

一
、
収
穫
前
の
水
管
理

落
水
が
早
い
と
粒
張
り
不
足
や
品

質
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
収
穫

前
七
日
頃
ま
で
は
土
壌
が
湿
っ
た
状

態
を
保
ち
、
落
水
は
収
穫
作
業
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
限
り
遅
く
し
ま
す
。

二
、
収
穫
期
の
判
定

収
穫
期
の
判
定
は
、
平
均
的
な
株

の
最
長
秤
の
黄
変
籾
率
で
判
定
し
ま

す。
早
生
種
（
日
本
晴
、
こ
い
ご
こ
ろ
、

モ
チ
ミ
ノ
リ
）
で
は
八

0
%、
中
生

柚
子

新
梢
管
理

幼
木
・
若
木
は
夏
秋
梢
が
多
く
発

生
し
ま
す
。
九
月
中
旬
に
、
残
す
枝

梢
は
誘
引
し
、
他
は
芽
か
ぎ
、
摘
芯

を
し
ま
す
。

晩
秋
肥
の
施
用

根
は
秋
梢
が
多
く
出
た
樹
は
十
月

に
第
3
回
目
の
新
根
を
発
生
し
ま
す
。

晩
秋
肥
は
気
温
が
低
く
な
る
と
効
き

が
悪
く
な
る
の
で
、
十
月
中
旬
に
施

用
し
ま
し
ょ
う
。

燐
硝
安
加
里

s
6
0
4

30
柊
／
1
0
a

防

除貯
蔵
病
害
防
止
の
た
め
、
九
月
下

種
（
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
、
ひ
め
の
ま
い
、

ク
レ
ナ
イ

モ
チ

）
で
は
九

0
％
が
黄

変
し
た
時
期
を
目
安
と
し
、

刈
り
遅

れ
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

=
-
、
乾
燥

稲
架
干
し
を
行
う
場
合
は
、
長
く

お
き
す
ぎ
る
と
品
質
低
下
を
招
く
の

で
、
早
め
に
籾
水
分
を
チ
ェ
ッ
ク
し

脱
穀
し
ま
す
。

乾
燥
機
を
利
用
す
る
場
合
は
、
コ

ソ
バ
イ
ソ
収
穫
後
な
る
べ
く
早
く
乾

燥
を
始
め
、
乾
燥
温
度
は

三
十
八
℃

以
下
と
し
ま
す
。

仕
上
が
り
水
分
は
一
五
％
を
目
標

と
し
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

旬
ー
十
月
上
旬
に
は
、
必
ず
ト
ッ
プ

ジ
ソ

M
-

―0
0
0倍
の
散
布
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

収

穫正
品
で
は
、
果
実
に
傷
を
付
け
な

い
よ
う
に
、
採
取
カ
ゴ
の
肉
側
に
布

を
は
っ
て
お
ぎ
ま
す
。
運
搬
用
コ
ソ

テ
ナ
ー
は
よ
く
洗
い
、
底
に
新
聞
紙

を
敷
い
て
お
き
ま
す
。
収
穫
に
あ
た
っ

て
は
、
果
実
も
自
分
も
手
で
傷
付
け

な
い
よ
う
に
ト
ゲ
を
と
り
な
が
ら
行

い
ま
す
。
よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
を
使

用
し
、
果
梗
を

二
度
切
り
し
ま
す
。

果
実
の
多
く
は
果
梗
が
窪
ん
で
い

る
の
で
、
果
梗
部
肩
の
高
さ
よ
り
や

や
低
め
に
切
り
、
他
の
果
実
に
触
れ

て
も
傷
が
付
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

一
方
、
貯
蔵
中
に
へ
た
枯
れ
し
易
い

場
合
に
は
、
果
梗
を
や
や
長
く

(
3

ー

5
m
m
で
）
切
る
と
、
へ
た
の
活
性

を
高
め
、
へ
た
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
果
実
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

゜
ぅ大
洲
地
域
農
業
改
善
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

尾

形

雅

子

家
畜
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
秋
ま
き

飼
料四
国
地
方
三
か
月
予
報
に
よ
る
と

九
月
は
高
気
圧
と
低
気
圧
が
交
互
に

通
り
、
平
年
と
同
様
に
天
気
は
数
日

周
期
で
変
わ
り
、
十
月
は
平
年
と
同

じ
程
度
に
晴
れ
の
日
が
多
い
見
込
で

ー
生
産
機
能
回
復
対
策

猛
暑
が
長
時
間
続
く
と
家
畜
の
コ

ソ
デ
ィ
シ
ョ
ソ
は
か
な
り
悪
く
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
の
生
産
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
畜
の
体
力

や
繁
殖
能
力
の
早
期
回
復
を
図
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
乳
用
牛
や
肉
用
繁
殖
牛
で
は
、
良

質
の
粗
飼
料
を
十
分
給
与
し
栄
養
バ

ラ
ソ
ス
を
再
度
検
討
・
改
善
し
、
産

乳
や
繁
殖
の
機
能
向
上
を
図
る
。

2

秋
播
き
飼
料
作
物
の
栽
培

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
、
青

刈
り
・
サ
イ
レ
ー
ジ
・
乾
燥
の
い
ず

れ
に
も
適
し
、
収
量
は
多
く
嗜
好
性

も
良
い
た
め
、
秋
播
き
飼
料
作
物
の

代
表
的
な
草
種
で
あ
る
。

播
種
期
は
九
月
か
ら
十
月
ま
で
と

幅
広
い
。
極
早
生
と
晩
生
種
で
は
収

穫
期
で
あ
る
出
穂
は
、
約
一
か
月
も

違
う
た
め
作
付
体
系
や
給
与
体
系
を

勘
案
し
品
質
を
決
定
す
る
。

施
肥
量
は
元
肥
と
し
て

1
0
a
当
り

堆
肥

2
ー

3

t
、
窒
素
12
槌
、
燐
酸

10kg
、
加
里
10
槌
（
成
分
量
）
と
す
る
。

播
種
量
は

1
0
a
当
り

3
ー

4
柊
で
、

全
面
散
播
と
す
る
。

え
ん
麦
に
つ
い
て
は
、
播
種
が
遅

く
な
る
と
出
穂
、
登
熟
が
遅
れ
低
収
・

低
栄
養
と
な
る
の
で
、
極
早
生
品
種

を
利
用
し
た
年
内
刈
り
等
、
計
画
的

に
播
種
す
る
。

そ
の
他
多
汁
質
飼
料
（
飼
料
カ
ブ
）

も
労
力
を
考
慮
し
た
栽
培
体
系
も
検

討
す
る
必
要
も
あ
る
。

す。
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際交流 海外5か国より参加

第
三
回
肱
川
国
際

風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
八
月
十
八
日
（
日
）
、

午
後
三
時
よ
り
風
の

博
物
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
町
内
外
よ
り

約
百
五
十
名
が
鑑
賞

さ
れ
ま
し
た
。
内
容

は
、
肱
川
中
学
校
生

徒
三
十
名
に
よ
る
英

語
劇
「
風
の
機
械
」
を

上
浪
し
ま
し
た
。

こ
の
劇
の
脚
本
は
、
ギ
ャ
ビ
ソ
・

バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
指
導
員
が
書

き
下
ろ
し
た
も
の
で
、
現
在
の
文
明

社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
で
す
。

劇
に
出
演
す
る
子
供
た
ち
は
六
月
下

旬
よ
り
英
語
劇
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

夏
休
み
中
に
セ
リ
フ
を
完
全
に
暗
記
。

そ
し
て
、
八
月
十
六
・
十
七
日
の
二

日
間
で
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
の
指

導
で
動
作
を
覚
え
ま
し
た
。
最
初
は
、

指
導
員
の
話
す
円

容
が
わ
か
ら
ず
不

安
が
っ
て
い
た
生

徒
た
ち
も
、
本
番

が
近
づ
く
に
つ
れ
、

目
の
輝
き
を
増
し
、

本
番
で
子
供
た
ち

は
伸
び
伸
び
と
演

技
を
し
て
い
ま
し

こ。
キー

続
い
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
・
ネ
パ
ー
ル
・

ミ
ャ
ソ
マ
ー
か
ら

の
留
学
生
に
よ
る

民
族
舞
踊
が
披
露

さ
れ
、
踊
り
と
と

も
に
な
か
な
か
直

接
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
美
し
い
民

英語劇「風の機械」より

t
 ̀z-＼Y
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族
衣
装
に
た
め
息
を
も
ら
し
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
手
伝
い
を
し
て
く
れ
た
麓
沢
大
学

生、

O

B
に
よ
る
英
語
劇
「
テ
ソ
ペ

ス
ト
」
も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
、
小
藪
で
開
催
し
て
い
た
頃

の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
さ
れ
て

い
た
方
も
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

劇
に
出
険
し
た
中
学
生
た
ち
も
、

観
客
席
で
他
の
出
し
物
を
筵
賞
し
て

い
ま
し
た
が
、
ほ
っ
と
し
た
の
か
、

く
つ
ろ
い
で
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。

最
後
に
肱
川
町
で
夏
休
み
を
過
ご

し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ
ラ
ソ
ス

人
、
そ
し
て
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
指
導
員

の
お
兄
さ
ん
の
ア
ソ
ト
ソ
さ
ん
も
登

場
し
て
場
内
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
今
年
で

三
回
目
を
迎
え
、
観
客
の
中
に
も
英 麗沢大学生、 OBによる「テンペスト」

語
劇
に
参
加
し
た
子
供
た

ち
が
見
に
来
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、

真
の
国
際
人
が
育
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

豆
〗
豆
豆
只
旦
言
．．
 
む
尋
む
．
豆
．．
 
豆
戸
戸
旦
旦
旦
．
翌
．
旦
賛
豆
杞
豆
竺
自
翌
臼
．
i．． 豆
戸
冦
戸
翌
且
旦
旦
只
．．
 
只
耳
只
豆
汀
翌
汀
砂
．
豆
戸
．．
 
冦甚
．．
 
豆
且
．
豆
且
．．
 
豆
g
...
i且
．．
 
臼
且
賃
詞
五
．
豆
且
旦
耳
詞

g

讐

筐

の

賛

し

さ

の

中

で

。

。

。

わ

ん

ば

く

学
級
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••••••••••••••••••
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．．．．．．
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．．．
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八
月
二
十

二
日
（
木
）
、
町
内
の
小
込
ん
だ
り
、
潜
っ
た
り
し
て
楽
し
ん

学
校
六
年
生
を
対
象
と
し
た
「
わ
ん
で
い
ま
し
た
。
水
温
が
低
か
っ
た
の

ば
く
学
級
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
か
、
子
供
た
ち
は
「
寒
い
寒
い
」
と
連

十
二
名
が
参
加
し
、
滑
床
渓
谷
へ
行
発
し
な
が
ら
も
、
川
遊
び
を
楽
し
ん

き
ま
し
た
。
午
前
八
時
三
十
分
に
公
で
い
ま
し
た
。
釣
り
の
子
供
た
ち
は
、

民
館
前
を
出
発
し
、
日
吉
村
経
由
で

一
人
で
何
匹
も
釣
っ
た
子
供
も
い
て

約
二
時
間
、
滑
床
渓
谷
へ
到
着
し
ま
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

し
た
。
早
速
、
渓
谷
沿
い
の
遊
歩
道
町
内
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

散
策
で
す
。
歩
く
こ
と
約
二
十
五
分
、
自
然
に
子
供
た
ち
は
感
心
し
て
い
ま

雪
輪
の
滝
に
到
着
で
す
。

こ

の

日

は

し

た

。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
交
流
も

水
畠
も
多
く
美
し
い
景
色
を
見
る
こ
で
き
、
夏
休
み
の
思
い
出
の
一
ペ
ー

と
が
で
き
、
子
供
た
ち
は
腋
い
て
い
ジ
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

た
様
子
で
す
。
ま
た
、
肱
川
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
渓
谷
に
び
っ

く
り
し
て
い
た
様
で
す
。
来
た
道

を
引
き
返
し
、
待
ち
に
待
っ
た
昼

食
で
す
。
弁
当
の
匂
い
を
嗅
ぎ
つ

け
た
の
か
、
野
生
の
猿
た
ち
が
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
て
き
ま
し

た
。
車
中
で
猿
に
注
意
す
る
よ
う

に
言
っ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

猿
に
弁
当
を
取
ら
れ
た
り
、
せ
っ

か
く
持
っ
て
い
っ
た
お
や
つ
を
持
っ

て
行
か
れ
た
子
供
た
ち
も
い
た
よ

う
で
す
。
昼
食
後
、
水
遊
び
と
釣

り
に
分
か
れ
ま
し
た
。

川
遊
び
の

子
供
た
ち
は
、
岩
の
上
か
ら
飛
び

渓谷で水遊びする子供たち

ニ・ニ・エさん
（ミャンマー）

による民族舞踊
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△ I 部 いII 部
1 ヤング予子林 1 中野ドッグバック

2 上鹿野川 B 2 共栄マッキーズ

2 下鹿野川セリーグ 2 大谷メッツ

ギ
ジ
グ
予
子
林

V
5
了
部
）
達
成

H
部
は
中
野
ド
ッ
グ
バ
ッ
ク
が
優
勝

五
月
七
日
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま

し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
、

八
月
二
十
三
日
閉
幕
し
ま
し
た
。
今

年
は
梅
雨
の
影
響
で
、
予
定
よ
り
一

か
月
余
り
遅
れ
て
の
閉
幕
と
な
り
ま

し
た
。

I
部
II
部
と
も
混
戦
で
、

I

部
は
最
終
戦
の
結
果
で
順
位
が
決
定

す
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。

試
合
終
了
後
、
閉
幕
式
を
行
い
、

I
部
II
部
の
優
勝
チ
ー
ム
に
優
勝
カ
ッ

プ
が
公
民
館
長
よ
り
渡
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

I部優勝のヤング予子林 今回の受講生のみなさん

-— ,C“x - - - - - 巳-r--」---≫O臼ー”-＇̀ - - -”`”“X—‘”—· -― ユ̀O-- ------>Ò ＂-~-m-~ 口-, ≫°”'゚ □ 口げー，°“ - - - - - - - -— ,.---”- ,．””-,- - -”“ー・--、~―`

明
老
大
学
の
開
講
式
を
八
月
二
十

三
日
（
金
）
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
受
講
者
は
二
十
二
名
、
う
ち

二
名
は
、
昨
年
か
ら
引
き
続
い
て
受

講
で
す
。

開
講
式
に
は
、
町
長
・
社
会
福
祉

協
議
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ

り
「
学
ぶ
こ
と
と
体
を
動
か
す
こ
と

が
長
生
き
の
秘
訣
で
す
」
と
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
明
老
大
学
は
八

月
か
ら
三
月
ま
で
の
月
一
回
、
計
八

｀
回
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
学
習
前
に

血
圧
測
定
を
行
い
健
康
管
理
は
十
分

で
す
。開
講
式
後
、
早
速
学
習
に
入

り
ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
ケ
ソ

玉
を
し
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
そ

し
て
、
再
び
学
習
で
す
。
今
回

は
、
一
日
中
座
学
で
し
た
が
、

午
前
中
は
学
習
、
午
後
は
体
を

動
か
す
ご
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
内
、
外
の
研
修

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
体
と

頭
を
動
か
し
て
、
後
輩
の
指
導

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
〗し
？

V
[学
ん

5

{
)
：
土

i
悶
大
学
圃
輯

で

[

▲
昭
和
―
―
―
十
九
年
に
始
め
た

竺

．

公

民

館

の

生

活

運

動

の

中

に

＂

「

酒

の

無

理

じ

い

や

盃

の

や

竺．
 
．
 
．
 

り
と
り
を
や
め
よ
う
」
と
い

．
 
．
 

~
う
の
が
あ
る
。
あ
る
人
が
言
っ

．
 

の
子
供
文
楽
ク
ラ
ブ
と

三
瓶
町
朝
日
~
て
い
る
「
盃
の
底
に
豆
腐
の

文
楽
の
子
供
た
ち
が
大
谷
小
学
校
で
~
く
ず
が
浮
い
て
い
る
の
を
差

文
楽
を
通
じ
た
交
流
会
を
行
い
ま
し
竺
し
出
さ
れ
る
程
い
や
な
も
の

~. 

た
。
自
己
紹
介
を
し
て
、
お
互
い
の
~
は
な
い
」
と
。
▲
二
学
期
が

文
楽
の
発
表
を
し
合
っ
て
交
流
を
深
~
始
ま
っ
た
。

一
学
期
が
終
わ
る
頃
よ

．
 

め
ま
し
た
。
三
瓶
の
子
供
た
ち
は
、
~
り
病
原
性
大
腸
苗
0
1

1
5
7

に
よ

．
 

こ
の
後
、
望
湖
荘
で

一
泊
し
、
文
楽
~
る
食
中
毒
が
発
生
し
、
日
本
列
島
は

の
練
習
を
し
た
そ
う
で
す
。
~
猛
暑
の
中
、

0
|
1
5
7

の
恐
怖
に

伝
統
文
化
継
承
の
た
め
子
供
た
ち
i

さ
ら
さ
れ
た
。
感
染
源
が
特
定
で
き

．
 

は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
~
な
い
ま
ま
今
日
に
至
り
、
不
安
は
残

将
来
の
後
継
者
が
こ
の
中
よ
り
育
っ
i

る
が
当
町
は
最
大
の
注
意
を
払
い
な

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
~
が
ら

二
学
期
の
学
校
給
食
を
始
め
た
。

~
▲
そ
も
そ
も
人
間
の
歴
史
は
細
菌
と

~
の
闘
い
で
も
あ
る
。
細
菌
は
空
気
中

• 
~
か
ら
食
卓
・
布
巾
•
取
手
・
床
と
至

．
 
．
 
~
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。
そ
し
て
完

．
 

~
全
に
無
菌
の
状
態
で
の
生
活
は
あ
り

~
得
な
い
。
と
す
れ
ば
”
大
切
な
の
は

~
細
菌
と
の
上
手
な
つ
き
合
い
“
と
い

i

う
べ
ぎ
か
も
知
れ
な
い
。
▲
病
原
菌

．
 
~
も
一
度
体
の
中
に
入
る
と
死
滅
せ
ず

．
 
．
 
~
確
実
に
発
病
す
る
も
の
と
、
少
し
位

．
 
~
で
は
体
の
抵
抗
で
発
病
に
至
ら
な
い

．
 
~
も
の
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
にし
て

~
も
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
と
ぎ

．
 

• 
~
か
ら
正
し
い
衛
生
観
念
、
科
学
的
な

．
 

i

知
識
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
▲

．
 

~
気
の
毒
な
薬
害
患
者
は
別
と
し
て
、

．
 

~
世
界
中
に
蔓
延
し
て
い
る
エ
イ
ズ
も

[
あ
ま
り
の
無
知
さ
か
ら
広
が
っ

た。

i

▲
他
人
の
唇
を
疑
う
な
か
れ
、
さ
れ

-
ど
や
は
り
乾
杯
は
自
分
の
盃
が
よ
い
。

輪になって文楽について話し合い

文
楽
を
通
し
て

子
供
た
ち
の
交
流
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バドミントン優勝、バレー女fII部準優勝 管内大会出場へ

九
月
一
日
（
日
）
、
長

浜
町
を
会
場
に
、
ス
ポ

レ
ク
，
96
郡

大

会

が

開

催
さ
れ
ま
し
た
。
肱
川

町
よ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
男
子
、
婦
人

I
部
、

婦
人
II
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

2

チ
ー
ム
、
バ
ド
ミ
ソ
ト

ソ
男
子

2
チ
ー
ム
、
選

手
約
八
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
も
夜
中

に
降
っ
た
雨
の
た
め
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ

ス
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
天
気
も
回

復
し
、
暑
い

一
日
と
な

り
ま
し
た
。
長
浜
中
学

校
で
の
開
会
式
の
後
、

選
手
は
、
各
会
場
へ
移

動
し
、
試
合
開
始
、
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
の
チ
ー
ム
も
健
闘
虚

し
く
、
上
位
に
進
出
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

昨
年
の
郡
大
会
で

2
位

を
獲
得
し
た
バ
ド
ミ
ソ

ト
ソ
男
子
が
、
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

よ
り
参
加
し
た
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
婦
人

II
部
が
準

優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の

両
チ
ー
ム
は
十
月
二
十

ス
ポ
レ
ク

準優勝した婦人バレーボールII部のみなさん 優勝したバドミントン男子チームのみなさん

日
（
日
）
に
大
洲
市
で
開
催
さ
れ
る
八

幡
浜
管
内
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
早
朝
よ
り
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

996
喜
多
郡
大
会

気
ま
ぐ
れ
な
台
風
十
二
号
の
影
響

で
各
分
館
と
も
予
定
し
て
い
た
盆
踊

り
が
中
止
と
な
っ
た
り
、
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
八
月
十
四
日
に
盆
踊
り

を
計
画
し
て
い
た
予
子
林
・
大
谷
の

各
分
館
が
中
止
、
岩
谷
分
館
が
十
五

日
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
十
五
日
に

計
画
し
て
い
た
正
山
分
館
も
、
準
備

を
進
め
て
い
た
京
の
森
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ソ
に
も
被
害
が
出
ま
し
た
。
十

五
日
に
行
わ
れ
た
正
山
風
の
ま
つ
り

に
は
約
五
百
名
が
参
加
、
ケ
ビ
ソ
で

|

1
分

館

行

事

I

|

台

盆踊りの輪に加わる外国人方々 （正山）

宿
泊
し
て
い
た
外
国
人
の
方
に

も
参
加
し
て
も
ら
い
盛
会
の
様

子
で
し
た
。

風

の

た

め

中

止

や

延

期

風
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
も
被
害

大

谷
予
子
林
分
館

岩

谷
正

山

分

館

川
柳
に
は
季
語
は
な
い
の
で
す
か
、

と
言
う
人
が
い
る
。
だ
い
た
い
学
校
で

は
川
柳
は
教
え
な
い
し
、
俳
句
に
つ
い

て
は
少
し
習
う
か
ら
大
方
の
傾
向
は
知
っ

て
い
て
も
、
そ
の
区
別
に
な
る
と
な
か

な
か
難
し
い
。
五
七
五
の
短
詩
型
の
文

学
で
あ
る
か
ら
尚
更
区
別
が
つ
き
に
く

く
な
る
。

少
し
慣
れ
る
と
こ
の
区
別
は
す
ぐ
分

か
る
。
川
柳
は
普
段
私
た
ち
が
使
っ
て

い
る
言
葉
（
口
語
体
）
で
人
の
暮
ら
し
や

考
え
を
五
七
五
に
す
け
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
そ
れ
に
反
し
て
俳
句
に
は
私
た
ち

が
普
段
使
っ
て
い
な
い
文
語
体
や
旧
仮

名
遣
い
な
ど
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
又
俳
句
に
は
季
語
と
言
わ

れ
る
季
節
を
表
す
も
の
が
必
要
で
す
が
、

川
柳
は
季
語
は
不
要
な
の
で
す
。
俳
句

は
花
鳥
諷
詠
と
言
っ
て
花
や
鳥
や
風
な

ど
を
と
お
し
て
人
を
詠
ん
で
い
ま
す
が

川
柳
は
人
そ
の
も
の
か
ら
こ
こ
ろ
を
詠

み
ま
す
。
で
す
が
こ
の
頃
の
俳
句
は
川

柳
に
近
く
ま
た
川
柳
も
俳
句
に
近
く
な

り
区
別
が
つ
き
に
く
く
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。
で
す
か
ら
小
学
生
の
俳
句
を

読
む
と
ぎ
そ
の
八
割
方
は
川
柳
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

亨
和
元
年
(
-
八

0
一
年
）
の
俳
誌
に

大
谷
を
詠
ん
だ
俳
句
が
あ
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
今
か
ら
約
一
一
百
年
前

の
句
で
す
が
、
時
を
越
え
て
情
景
が
目

内場

容所

日

時

十
月
二
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
ハ
ム
民
館

町
内
視
察

日

時

0
第
三
十
六
回
町
民
運
動
会

津

の
前
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で
す
。

大
谷
八
景

夕
照
る
や
華
表
の
未
に
松
の
色一
歩

入
相
や
い
ま
た
紅
葉
の
光
明
寺棠
雨

時
雨
る
る
や
松
に
尊
き
常
夜
燈蝉
雨

お
し
ど
リ
の
深
き
ち
ぎ
リ
や
轟
渕
宗

木

そ
び
え
た
る
峰
お
だ
や
か
に
秋
の
月

拾

斧

白
白
と
暮
る
る
や
雪
の
高
尾
山伴

石
丸
に
ま
つ
人
涼
し
戻
リ
ふ
ね涼

霧
晴
や
嵐
吹
き
下
す
あ
た
ご
山島

十
月
十
巳
（
木
）

午
前
九
時
開
会

場

所

肱

川

中

学

校

運

動

場

（
雨
天
の
場
合
は
十
＿
―
-
日

）

0
明
老
大
学

風 子
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だ団年青

9. 1無念！女子バレー
晨
青 松山市（小町クラプ）に

委涙の敗退（セットカウント
会

2-o) 

邸麟

:
 

九
月
一
日
（
日
）
、
匝
部
町
の
愛
媛

県
総
合
運
動
公
園
で
愛
媛
県
青
年
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
我
々
青
年

団
は
、
女
子
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
の
大
会

に
喜
多
郡
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
見
出
し
に
も
書
い

て
お
り
ま
す
が
、
初
戦
敗
退
に
終
わ

り
ま
し
た
。
残
念
無
念
。

暑
い
中
、
練
習
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
ご

期
待
に
添
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本

当
に
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
皆
さ
ん

の
御
陰
で
感
謝
の
気
持
ち
で
い
つ
ば

い
で
す
。

ま
た
、
忙
し
い
中
早
朝
よ
り
試
合

に
参
加
を
し
た
皆
さ
ん
、
来
年
こ
そ

は
一
回
戦
突
破
な
ん
て
小
さ
い
事
を

言
わ
ず
全
国
制
覇
を
目
指
し
て
ア
タ
ッ

ー
ク
。

え
＼
、
二
か
月
ぶ
り
洋
服
、
最
近
で
は
う
ち
の
婆
さ
ん
が

の
「
青
年
よ
！
こ
れ
で
若
い
頃
に
き
て
い
た
よ
う
な
古
着
を

委
員
会
」
で
ご
ざ
い
ま
買
い
ま
く
つ
て
い
る
こ
の
御
時
世
。

す
。
久
し
振
り
で
あ
り
ま
ぁ
ー
、
そ
こ
ま
で
は
許
せ
ま
し
ょ

ま
す
の
で
、
ハ
リ
キ
っ
う
。
し
か
し
、
許
せ
ん
の
が
こ
こ
か

て
毒
舌
を
連
発
さ
せ
て
ら
で
こ
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
あ
の
汚
ら

い

た

だ

き

ま

す

。

し

い

ゴ
ム
ゾ
ウ
リ

を
何
と
か
せ

さ
て
合
月
は
、
以
前
ん
か
い
。
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
か

に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
知
ら
な
い
け
れ
ど
。
そ
れ
か
ら
、

が
最
近
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ズ
ポ
ン
か
ら

シ
リ
（
ガ
ラ
パ
ン

）

ン
に
つ
い
て
少
々
お
話
を
出
す
な
。
ま
ぁ
—
、
最
近
の
若
い

を
：

・・°

衆
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ど
れ
を
取
っ
て

ズ
パ
リ

最
近
の
若
も
汚
ら
し
い
。
え
え
か
げ
ん
に
せ
い

い
衆
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
は
、

汚

ら

よ

と

言
い
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
い

と
言
う
か
、
だ
ら
し
が
な
い
青
年
よ
！
こ
れ
で
委
員
会
。
日
本
男

と
言
う
か
、
ナ
ン
ト
も
言
え
ん
よ
＼
児
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
ま
し
よ
ー

な
気
が
し
ま
す
で
す
。
流
行
の
移
り
か
。
「
大
き
な
お
世
話
だ
」
と
言
わ
れ

変
わ
り
は
と
て
も
激
し
く
、
一
昔
前
て
も
し
よ
ー
が
あ
り
ま
せ
ん
が
。

で
は
、
原
色
を
中
心
と
し
た
洋
服
が
▽
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
先
日
、

は
や
り
、
最
近
に
な
る
に
つ
れ
て
淡
海
外
旅
行
に
い
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

い
色
か
ら
黒
や
茶
系
を
中
心
と
し
た
そ
こ
で
の
お
話
を
少
々
。
日
本

苓
苓
翁
森
翌
＾
小
ふ
＾
翠
婆
＾
小
ふ
＾
翠
翌
翁
＾
森
苓
翌
＾
古
翌
，
＂

5
、,
ヽヽ‘‘. 
哀

グ

か

ん

梁

ー

ン

行

み

。

翠

,次
,

二

り

に

力

梁

一

ま

礼

参

’

沼

夕ン

レ

あ

お

こ

祢

ー

咲

＇沼

セ

ト

ど

、

グ

る

な

で

祭

，

沼

瑶

ピ

間
で
は
、
0
,
|
1
5
7
騒
ぎ
で

育

、

）

の

．ヽ
9
.

ン
。
し
1

＇
氏
ご
っ
た
返
し
て
お
り
ま
す
が
、
私

個

二

い

て

周

る

。

体

忠

;'‘ .‘‘. 

-
―

さ

つ

外

い

う

の

欲
人
的
に
は
カ
イ
ワ
レ
も
生
レ
バ
ー
も

埓

ー

レ

下

使

や

て

ょ

校

蕊
大
好
物
で
こ
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
手

ト
て
が
階

。
つ
し

分|
？
・

-11
来
ん

2

i
な
ま

ー
_

.
|
l

森

き

ょ

う

じ

ん

咲
を
き
ち
ん
と
洗
い
ま
し
よ
ー
。
強
靭

広
て
さ
。
が
に
し

月
つ
な
す
ミ
話
を

肱

か

’沢

斤

持

み

で

コ

世

じ

校

ん

，

郊

な
胃
袋
を
作
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

蕊
何
で
も
食
べ
れ
る
日
よ
、
早
く
来
い
。

-P

を
も
一
こ
お
う

高

せ

汝
＇
そ
う
願

つ
A
S
u

場

手

つ

夕

即

頃

そ

洲

ま

祢

沃＇

軍
い
ン
い
日
で

大

し

♦

琺
＇
た
。
ま
た
来
月
！

＊

※

セ

な

な

苓怒苓翠^
小ふ^
小苓翠^
立^
古姿^
小ふ^
小ふ翁^
む＿^
立^
小＂姿^
立^
屯

1青年よ！これで委員会1

の

編

集

あ

と

ば

な

し

〇 雪

人
の
記
念
撮
影
好
き
に
は
脱
帽
で
こ

ざ
い
ま
す
。
当
然
、
景
色
の
良
い
所

で
の
撮
影
は
許
せ
ま
し
よ
ー
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
で
食
事
中
で
の
撮
影
は
控

え
ま
し
よ
ー
。
特
に
ピ
デ
オ
撮
影
に

な
り
ま
す
と
側
か
ら
貝
て
い
る
だ
け

で
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
は
ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
本
体
に
液
晶

画
面
が
つ
い
て
い
る
物
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
（
例
：
液
晶
ピ
ュ
ー

カ
ム
な
ど
）
こ
の
タ
イ
プ
の
カ
メ
ラ

は
非
常
に
簡
単
に
撮
影
が
で
き
ま
す

が
、
撮
影
の
格
好
は
頂
け
ま
せ
ん
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ど
真
ん
中
で
黒
い
力

メ
ラ
を
両
手
を
伸
ば
し
て
持
ち
、
液

晶
画
面
を
貝
つ
め
な
が
ら
前
後
左
右

に
ふ
ら
ふ
ら
と
動
い
て
い
る
お
父
さ

ん
方
、
外
国
の
方
々
に
笑
わ
れ
と
り

ま
っ
せ
ー
。
こ
れ
ま
た
大
き
な
お
世

話
だ
バ
カ
ヤ
ロ
ー
と
言
わ
れ
て
も
し
ょ

ー
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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1 0月 の 行 事 予 定 表

1 肱川町防災の日 20 秋の道路愛護デー

4 戦没者追悼式 20 スポレク'96八幡浜地方大会（大洲市）

7 行政相談 22 明老大学

7 • 21 心配ごと相談 26 岩谷春日神社秋まつり

10 第36回町民運動会（肱川中学校） 28 宇和川地区秋まつり

中旬 特別町民「風のパッケージ」発送 29 税金等出張受入れ
＇ 

定例部落長会（休会）

10月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

6 日 藤 本 医 院 44-2561 
（五 十 崎）

（日）
郷緒小児科医院 24-3936 
（西 大 洲）

10日 植
木 医 院 44-2215 
（石 十 崎）

（木）
村 上 医 院 24-2346 
（常 盤 町）

13日 高 橋 医 院 44-2010 
（五 十 崎）

（日）
久 保 医 院 25-0158 
（新 谷）

20日 佐 々 木 医 院 43-0101 
（五 十 崎）

（日） 肱
J 11 医 院 25-2915 

（ 土自 田）

27日 松 本 医 院 44-5533 
（内 子）

（日）
瀬 医 院 26-0003 
（八 多 号...L. ） 

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大、洲病院

24- 2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中央病院

24-4551 
（大沙廿市東大沙li)
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